なんしょう ほうとく ふ 

南昌に 彭徳孚 という 秀才が あった。 色の 白い 面長 

せんとう 

な 顔 をした 男で あつたが、 ある 時、 銭塘 にいる 友人 を 

しょうけ いじ 

訪ねて 行って、 昭慶 寺と いう 寺へ 下宿して いた。 

その 彭は、 ある 日 西 湖の 縁 を 歩いて いた。 それ は 夏 

の 夕方の ことで、 水の 中で は 葉 を 捲いて いた 蓮の 葉に 

涼しい 風が 吹いて、 ぎらぎら する 夕陽の 光 も 冷たく 

なって いた。 聖， k 寺の 前へ 行った ところで、 中から 若 

い 眼の さめる ような 女が 出て きた。 十七 八に 見える 碧 

ま つ 

い 着物 を 着た 手足の 細 そりした 女で、 一 人の 老婆が 後 

からき ていた。 その 女の 眼 はちら と彭の 顔へ きた。 

「あなた は、 何 所から いらつ したので す」 



たの かもう 影 も 見えなかった。 

彭 はしかた なしに 其 所へ 立ち 止った。 いつの 間に か 

あた：：：' うすぐら 

夕 映 も 消えて 四辺が 微 暗くな つた 中に、 水仙 廟の 建物 

が 黒い 絵に なって 見えて いた。 

「おい、 彭君じ やない か」 

だしぬけに 声をかける ものが あった。 彭は 吃驚して 

我に 返った。 それ は 霊 i 寺へ 行って いた 友人であった。 

「ああ 君 か」 

「君 は、 いったい 此 所で 何 をして いるの だ」 

彭は女 を 捜して いると も 言えなかった。 

「散歩に 来たと ころな の だ」 



「そうかね、 じ や、 いっしょに 帰ろう じ やない か」 

彭は 友人と ぼ 時に 帰って きたが、 女の ことが 諦めら 

れな いので、 翌日 は 朝から 孤山の 麓へ 行って、 彼方 此 

方と 探して 歩いた がどうしても 判らなかった。 人 を 見 

つけて 聞いて みても、 何人も 知っている 者がなかった _ 

それでも 思い切れな いので、 その 翌日 もまた その 翌日 

も、 毎日の ように 孤山の 麓へ 行って 日を暮 した。 

彭 はとうとう 病気に なって、 飯 もろく ろく 喫わずに 

寝て いるよう になった。 と、 ある 夜、 扉 を 開けて 入つ 

てきた 者が あった。 彭は 何人 かきたと は 思った が、 顔 

を あげる の も 苦し いので そのまま じっとし ていた。 



干に 凭れて 月 を 観て いた。 

「あの方 を、 お供して まいりました」 

かの 女 は 此方 を 見るな りすぐ 体 を 起して 寄つ てきた _ 

ものずき 

「好奇の 坊ちゃん、 この 四 五日 は、 お見えにならない 

じゃありません か」 

女 はに つと 笑いながら 彭の 手に 自分の 手 を かけた。 

彭は きまりが 悪い ので、 微笑す る だけで 何も 言 え な 

かった。 

「すこしお 眼に かからない 間に、 こんなに お痩せに な 

りまして」 

女 はこう 言って から 傍に 立 つ ていた 女の子の 顔 を 見 



た。 

へ きかしよう 

「あの 碧 霞漿を 一杯 持って おいで」 

女の子 はちよ つと 頭 を さげて 次の 室へ 行った が、 す 

ぐ盃を 捧げ 持って きた。 彭と手 をと り 合って いた 女 は、 

一方の 手に それ を 取って 彭に 渡した。 それ は 紺碧の 色 

をした 甘い 匂いの する 物であった。 

リょ くがく ふじん 

「 7 J れ は緑蓦 夫人 か ら 戴いた 物で ございます」 

彭は それ を 飲みながら 不思議な 周囲に その 眼 を 向け 

た。 

「此所 は 何 所でしょう」 

こうかん こうか い 

「此所 は 広 寒香界 でございます、 あなたの ような 俗人 



ある 朝、 二人が 寝す ごした ところで、 女の 保姆が 来 

た。 保姆 は それ を 見る とその 足で 判官に 知らせに 行つ 

た。 それが ために あわてて 起きて 帰ろうと していた 彭 

は、 判官の 捕卒 のために 縛られて その 前へ 引き出され 

ずき し ま. う 

た。 判官 は 黒い 頭巾 をつ けて 緑の 袍を 着て いた。 

「曲者 を ひつ 捕えて まいりました」 

捕卒の 一 人 は 後退す る彭を 判官の 前へ 引き 据えた。 

きもち 

彭は どんな 目にあわされる ことかと 思つ て 生きた 心地 

さま 

がしなかった。 判官 は その 容を にくにくし そうに 見お 

ろして いたが、 何 を 考えた のか 急に 眼を瞠 ると ともに 

急いで 堂の 上から おりて きた。 



「この 悪魔、 私の 所 夫 を こんなにし ておいて、 まだ ひ 

ど いこと をしょう というの か」 

彭は 二人の 顔 を 見較べて みたが、 顔から 髪から 着物 

の 色 合から 何方が どうと も 識別る ことができなかった。 

r 一 一 人と も 何も 言うな、 俺 はもう すぐ 死ん じ まう の だ」 

入って きた 女 はまた 声 を 出して 泣き だした が、 急に 

なに か 思いだ したよう に そのまま 走って 出て 行った。 

彭は そのまま ぐったり となって いた。 それ は 夕方で 

あった。 さっきの 女が 侍女 を 連れて、 それに 体の 真黒 

な 頂の 丹い 鶴 を 抱かして 入って きた。 と、 彭の 傍に い 

た 女 は 体が 萎縮した ようになって 其 所へ 倒れて しまつ 



た。 侍女 は 鶴 を 放した。 その 鶴の 嘴 は 倒れた 女の 頭へ 

行った。 女の 姿 は 白い 大きな 蛇に なった。 鶴の 嘴 は そ 

の 蛇の 腹へ 行った。 蛇の 腹から は 小さな 玉が 出て 転 

がった。 女 は その 玉 を 拾って から 彭の 眼の 前に 出した。 

「これ は、 雷 峰 塔の 蛇が、 私に 化けて いた ものです よ、 

よ 1 つち 

私が 舅さん に随 いて、 瑤 池へ 行って、 王 母に お 眼に か 

かってい る 留守に、 貴郎 をた ばかった ものです よ、 こ 

の 鶴 は、 王 母の 所から 借リ てきた ものです、 貴 郎の毒 

は ひどい が、 この 玉と 雄 黄と を 練って 飲む と、 すぐ 癒 

ります から 心配 はいりません」 

女は诗 女に その 玉 を 渡して 薬を斿 えて こさした。 侍 
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